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※ 次回の「弘法さん」縁日は７月１１日 (土 ) です。
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19･20番　水月山雲竜寺

21･22番　成道山大樹寺

23･24番　荒井山九品院

25･26番　龍北山持法院

   

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
梅
雨
の
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
腰
痛
が
気
に
な
り
ま
す
ね
。

く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

   

今
年
の
か
わ
ら
版
は
三
河
新
四
国
八
十
八

ヶ
所
霊
場
に
つ
い
て
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
月
は
豊
田
市
か
ら
岡
崎
市
に
入
り

ま
す
。

★
楠
木
正
成
の
供
養
寺
、
雲
龍
寺

   

十
七
・
十
八
番
札
所
か
ら
猿
投
イ
ン
タ
ー

に
向
か
い
、
さ
ら
に
南
下
。
約
五
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
進
む
と
十
九
番
、
水
月
山
雲
龍
寺
。
曹

洞
宗
の
お
寺
で
す
。

   

開
創
は
一
三
〇
五
年
（
正
平
五
年
）
。
寺

伝
に
よ
れ
ば
、
楠
木
正
成
・
正
行
親
子
の
供

養
寺
と
し
て
建
て
ら
れ
、
当
初
は
多
聞
寺
と

呼
ば
れ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
そ
の
後
、
足

利
勢
の
襲
来
を
恐
れ
て
雲
龍
寺
と
改
称
。

   

場
所
も
当
初
は
挙
母
城
下
に
あ
り
ま
し
た

が
、
水
害
の
影
響
で
一
七
〇
六
年
（
宝
永
三

年
）
に
現
在
地
に
移
転
。

   

山
門
前
に
は
高
さ
約
二
メ
ー
ト
ル
の
立
派

な
宝
篋
印
塔
。
一
七
五
二
年
（
宝
暦
二
年
）

の
一
揆
の
犠
牲
者
を
供
養
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
で

   

二
十
番
は
寺
内
の
如
意
殿
。
併
設
さ
れ
て

い
る
保
育
園
・
幼
稚
園
か
ら
子
供
の
声
が
響

き
ま
す
。

　

ご
本
尊
（
十
九
番
）
聖
観
世
音
菩
薩

　

ご
本
尊
（
二
十
番
）

十
一
面
観
世
音
菩
薩
・
如
意
輪
観
世
音

菩
薩
・
延
命
地
蔵
菩
薩

　

ご
詠
歌　

わ
が
お
も
ふ 

心
の
う
ち
は

む
つ
の
か
ど 

た
だ
ま
ろ
か
れ
と

い
の
る
な
り
け
り

★
徳
川
将
軍
家
菩
提
寺
の
大
樹
寺

   

さ
て
、
い
よ
い
よ
岡
崎
市
に
向
か
い
ま
す
。

十
九
・
二
十
番
か
ら
国
道
二
四
八
号
線
を
南

下
、
約
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
進
ん
で
岡
崎
旧

市
街
地
入
り
。
二
十
一
番
は
徳
川
将
軍
家
菩

提
寺
と
し
て
知
ら
れ
る
成
道
山
大
樹
寺
。
浄

土
宗
の
お
寺
で
す
。

   

一
四
七
五
年
（
文
明
七
年
）
、
松
平
氏
第

四
代
親
忠
が
建
立
。

   

八
代
広
忠
の
時
に
今
川
方
の
武
将
と
な
っ

た
松
平
家
。
今
川
の
人
質
と
し
て
育
っ
た
九

代
家
康
（
当
時
は
元
康
）
は
桶
狭
間
の
戦
い

に
出
陣
。

   

今
川
義
元
が
敗
れ
、
大
樹
寺
に
逃
げ
込
ん

だ
家
康
。
松
平
家
の
墓
前
で
自
刃
し
よ
う
と

し
ま
す
が
、
時
の
住
職
登
誉
上
人
に
諭
さ
れ

て
思
い
と
ど
ま
り
ま
す
。

   

そ
の
時
に
登
誉
上
人
に
賜
っ
た
「
厭
離
穢

土
（
お
ん
り
え
ど
）
欣
求
浄
土
（
ご
ん
ぐ
じ

ょ
う
ど
）
」
と
い
う
言
葉
は
以
来
、
家
康
の

馬
印
と
な
り
ま
し
た
。
穢
れ
た
世
を
浄
土
に

し
て
衆
生
（
人
々
）
を
救
え
と
い
う
意
味
で

す
。

   

歴
代
将
軍
の
等
身
大
の
位
牌
の
あ
る
位
牌

堂
に
は
、
教
科
書
等
に
よ
く
登
場
す
る
家
康

の
木
像
が
あ
り
ま
す
。

   

山
門
は
三
代
将
軍
家
光
の
造
営
。
本
堂
か

ら
山
門
を
通
し
て
岡
崎
城
が
直
線
上
に
一
望

で
き
る
こ
と
で
有
名
で
す
。

   

二
十
二
番
は
本
堂
左
に
あ
る
成
道
殿
で
す
。

　

ご
本
尊
（
二
十
一
番
）一

光
千
体
阿
弥
陀
如
来

　

ご
本
尊
（
二
十
二
番
）

如
意
輪
観
音
・
彌
勒
菩
薩
・
弘
法
大
師

　

ご
詠
歌　

雨
風
の 

あ
ら
き
浮
き
世
も

た
え
や
す
し 

慈
悲
の
大
樹
の

か
げ
に
宿
れ
ば

　
★
青
年
育
成
道
場
の
九
品
院

   

大
樹
寺
門
前
の
道
を
東
へ
約
一
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
二
十
三
番
は
荒
井
山
九
品
院
。
や
は

り
浄
土
宗
の
お
寺
で
す
。

   

一
八
二
八
年
（
文
政
十
一
年
）
、
大
樹
寺

か
ら
要
請
を
受
け
て
青
年
僧
育
成
道
場
と
し

て
誕
生
。
し
か
し
、
大
樹
寺
の
塔
頭
寺
院
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

   

三
河
新
四
国
の
昔
の
資
料
に
は
「
一
日
五

回
の
勤
行
に
は
徳
本
行
者
が
創
始
し
た
波
念

仏
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
」
と
記
し
て
あ
り
ま

し
た
が
、
今
も
続
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

   

市
街
地
の
中
に
あ
り
ま
す
が
、
山
寺
の
風

情
を
感
じ
さ
せ
る
閑
静
な
境
内
で
す
。

   

二
十
四
番
は
、
山
門
内
の
善
光
寺
堂
で
す
。

　

ご
本
尊
（
二
十
三
番
）
阿
弥
陀
如
来

　

ご
本
尊
（
二
十
四
番
）一

光
三
尊
善
光
寺
如
来

　

ご
詠
歌　

み
ほ
と
け
に 

く
ほ
ん
の
す
く
い 

あ
る
な
れ
ば 

よ
も
や
も
れ
ま
じ

つ
み
の
こ
の
み
は

★
十
三
仏
・
千
体
弘
法
の
持
法
院

   

二
十
三
・
二
十
四
番
か
ら
市
街
地
を
南
下
、

約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
行
く
と
二
十
五
番
、
龍

北
山
持
法
院
。
真
言
宗
醍
醐
派
の
お
寺
で
す
。

   

急
な
坂
を
上
っ
た
高
台
に
あ
り
、
一
六
七

三
年
（
延
宝
元
年
）
の
開
創
で
す
。

   

ご
本
尊
は
十
三
仏
。
釈
迦
如
来
、
文
殊
菩

薩
等
の
十
三
仏
が
四
段
に
鎮
座
し
、
全
体
と

し
て
一
体
の
十
三
仏
に
な
っ
て
い
る
珍
し
い

ご
本
尊
で
す
。

   

二
十
六
番
は
本
堂
左
側
の
大
師
堂
。
丈
約

十
五
セ
ン
チ
の
千
体
弘
法
が
三
方
の
壁
に
ぎ

っ
し
り
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

   

ま
た
、
境
内
東
の
小
山
に
は
本
四
国
八
十

八
ヶ
所
霊
場
の
石
仏
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
本
尊
（
二
十
五
番
）
十
三
仏

　

ご
本
尊
（
二
十
六
番
）
弘
法
大
師

　

ご
詠
歌　

阿
り
が
た
や 

持
法
の
庭
に

来
て
見
れ
ば 

法
（
の
り
）
の
御
声
の

絶
え
や
ら
ぬ
な
り

★
源
義
経
ゆ
か
り
の
安
心
院

   

来
月
は
さ
ら
に
旧
道
を
南
下
し
て
岡
崎
城
、

六
所
神
社
方
面
に
向
か
い
ま
す
。
二
十
九
番

は
源
義
経
ゆ
か
り
の
安
心
院
で
す
。
乞
ご
期

待
。

   


